
都
山
流
徳
島
県
支
部

と
ざ
ん
り
ゆ
う
と
く
し
ま
け
ん
し
ぶ昭

和

年
入
会

42

◆

設
立
（昭
和
９
年
）

◆

代
表
者

山

内

鳴

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

や
ま
う
ち
め
い
ざ
ん

9

10

三
木
洞
山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

み
き
ど
う
ざ
ん

10

12

三

好

然

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

み
よ
し
ね
ん
ざ
ん

12

22

遠

藤

渕

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

え
ん
ど
う
え
ん
ざ
ん

22

23

角

瀬

直

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

す
み
せ
ち
よ
く
ざ
ん

23

24

近

藤

剱

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

こ
ん
ど
う
け
ん
ざ
ん

24

24

三
木
渭
山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

み
き
い
ざ
ん

24

31

川
口
静
以
山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

か
わ
ぐ
ち
せ
い
ざ
ん

31

34

西

岡

黎

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

に
し
お
か
れ
い
ざ
ん

34

47

秋

野

鳴

山
（
昭
和

年
～
昭
和

年
）

あ
き
の
め
い
ざ
ん

47

63

田

村

勇

山
（
昭
和

年
～
平
成
２
年
）

た
む
ら
ゆ
う
ざ
ん

63

濱

野

羊

山
（
平
成
２
年
～
平
成

年
）

は
ま
の
よ
う
ざ
ん

14

山

本

眉

山
（
平
成

年
～
平
成

年
）

や
ま
も
と
び
ざ
ん

14

16

原

郷

恵

山
（
平
成

年
～
平
成

年
）

は
ら
ご
う
け
い
ざ
ん

16

19

杉

口

珖

山
（
平
成

年
～
平
成

年
）

す
ぎ
ぐ
ち
こ
う
ざ
ん

19

20

村

上

聖

山
（
平
成

年
～
平
成

年
）

む
ら
か
み
せ
い
ざ
ん

20

22

山

上

明

山
（
平
成

年
～
現
在
）

や
ま
が
み
め
い
ざ
ん

22

◆

邦
楽
大
会
出
演
の
記
録

第

回
「
北
海
民
謡
調
」
「
摩
周
湖
の
幻
想
」
「
最
中

1

の
月
」「
朝
の
海
」

第

回
「
本
曲
青
海
波
」
「
千
鳥
の
曲
」
「
合
奏
曲
ト

2

短
調
」「
春
の
海
」「
光
輝
」

第

回
「
岸
辺
に
立
ち
て
」

10
第

回
「
磯
馴
松
」

12
第

回
「
朝
霧
」

13
第

回
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」

14
第

回
「
北
海
民
謡
調
」「
清
雅
」

15
第

回
「
古
典
的
喜
遊
曲
」

16
第

回
「
日
本
名
曲
集
」

18
第

回
「
昭
和
松
竹
梅
」「
編
曲
八
千
代
獅
子
」

19
第

回
「
若
人
の
歓
び
」

20
第

回
「
春
の
曲
」「
北
海
民
謡
調
」「
晩
夏
」「
光
輝
」

21
第

回
「
楓
の
花
」「
摘
草
」「
若
み
ど
り
」

22
第

回
「
楫
枕
」「
編
曲
八
千
代
獅
子
」「
遠
砧
」

23

第

回
「
海
の
青
さ
に
」「
元
禄
花
見
踊
」

24
第

回
「
み
ず
う
み
の
詩
」
「
秋
の
言
の
葉
」
「
昭
和

25

松
竹
梅
」「
静
と
動
」

第

回
「
花
の
歌
」
四
重
奏
曲
「
阿
波
」「
田
園
の
春
」

26
第

回
「
う
る
わ
し
き
青
春
」「
三
段
峡
」「
小
鍛
冶
」

27

「
暖
流
」

第

回
「
津
軽
の
わ
ら
べ
唄
に
よ
る
合
奏
曲
」
「
三
つ

28

の
民
謡
調
」

第

回
「
御
代
の
祝
」「
新
曲
長
唄

越
後
獅
子
」

29
第

回
「
虫
の
武
蔵
野
」「
い
と
た
け
」

30
第

回
「
か
ご
め
の
主
題
に
よ
る
箏
四
重
奏
曲
」「
青

31

空
」「
美
吉
野
」

第

回
「
摩
周
湖
の
幻
想
」「
本
曲

紅
葉
」

32
第

回
「
雲
雀
の
曲
」「
秋
の
曲
」「
軒
の
雫
」

33
第

回
「
夢
絃

」
「
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲
」
「
津

34

98

軽
の
幻
想
」

第

回
「
三
曲
第
二
番
」「
虫
の
武
蔵
野
」「
楓
の
花
」

35

「
睡
蓮
」

第

回
「
御
代
の
祝
」「
編
曲
長
唄

越
後
獅
子
」「
秋

36

の
言
の
葉
」

第

回
「
虫
の
音
」
組
曲
「
四
季
彩
」「
編
曲

八
千

37

代
獅
子
」「
千
鳥
の
曲
」「
編
曲

六
段
の
調

べ
」「
セ
プ
テ
ン
バ
ー
ソ
ン
グ
」

第

回
「
ふ
る
さ
と
紀
行

水
と
踊
り
の
街
郡
上
」「
草

38

原
の
秋
」「
ホ
ワ
イ
ト
・
ド
リ
ー
ム
」

第

回
「
深
み
ど
り
」「
豊
年
太
鼓
」
四
重
協
奏
曲
「
阿

39

波
」「
八
千
代
獅
子
編
曲
」

第

回
「
阿
波
の
風
」「
新
娘
道
成
寺
」「
彩
花
物
語
」

40

「
茶
湯
音
頭
」「
晩
秋
」「
四
国
路
」

第

回
「
八
千
代
獅
子
」「
せ
せ
ら
ぎ
の
賦
」「
童
夢
」

41
第

回
「
秋
の
風
土
記
」「
比
良
」「
豊
年
太
鼓
」

42
第

回
「
編
曲
八
千
代
獅
子
」
「
秋
の
草
」
「
Ｓ
Ａ
Ｋ

43



Ｕ
Ｒ
Ａ
」「
誓
星
―
き
ら
め
く
光
に
ー
」

第

回
「
竹
響
」
「
遥
か
な
る
大
雪
」
「
月
の
灯
り
の

44

下
で
」「
遠
砧
」

第

回
「
四
季
の
眺
」「
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲
」「
紅

45

の
魔
方
陣
」

第

回
「
豊
年
太
鼓
」
「
不
思
議
見
聞
録
」
「
御
代
の

46

祝
」
「
上
弦
の
曲
」
／
子
ど
も
・
学
生
の
部

「
都
山
流
本
曲

岩
清
水
」

第

回
「
篝
火
」「
尺
八
三
部
合
奏
曲

扇
」「
掛
合
」

47
第

回
「
編
曲
京
鹿
の
子
娘
道
成
寺
」「
北
海
民
謡
調
」

48

「
尺
八
四
重
奏
曲
第
二
番

彩
画
」
／
子
ど

も
・
学
生
の
部
「
鹿
の
遠
音
」

第

回
「
尺
八
四
重
奏
曲

竹
響
」「
古
都
の
詠
」

49
第

回
「
六
段
の
調
」

50
◆

会
派
に
つ
い
て

大
正

年

大
松
玲
光
に
よ
っ
て
、
初
め
て
徳
島
に
都

5

山
流
尺
八
の
教
授
所
を
開
く
。
大
松
玲
光

は
、
小
池
玲
山
に
師
事
。

大
正

年

大
松
玲
光
、
准
師
範
に
昇
格
し
、
大
松
光

8

山
と
改
号
。

大
正

年

大
松
光
山
、
師
範
に
昇
格
、
昇
格
記
念
演

14

奏
会
開
催
。
会
場

両
国
館
（
映
画
劇
場
）

入
場
料
２
円
。
特
別
出
演

流
祖
中
尾
都

山
・
小
池
玲
山
中
島
雅
楽
之
都
（
流
祖
は

中
島
雅
楽
之
都
の
箏
で
、「
秋
の
調
」「
谷

間
の
水
車
」
を
演
奏
、
流
祖
の
徳
島
で
の

演
奏
は
、
最
初
で
最
後
で
あ
る
）

支
部
の
あ
ゆ
み

昭
和

年

初
代
星
田
一
山
、
徳
島
の
演
奏
会
に
初
出
演
。

5

昭
和

年

星
田
一
山
、
徳
島
に
出
張
教
授
所
を
開
く
。

6

昭
和

年

都
山
流
徳
島
幹
部
会
発
足
。
会
長

山
内

9

鳴
山
。

昭
和

年

都
山
流
徳
島
幹
部
会
会
長

三
木
洞
山
。

10

昭
和

年

都
山
流
徳
島
幹
部
会
会
長

三
好
然
山
。

12

大
東
亜
戦
争
に
よ
り
中
断
。

昭
和

年

都
山
流
徳
島
幹
部
会
復
活
。
会
長

三
好

21

然
山
。

昭
和

年

第

回
都
山
流
尺
八
演
奏
会
開
催
。
都
山

22

1
流
徳
島
幹
部
会
会
長

遠
藤
渕
山
。

昭
和

年

都
山
流
徳
島
幹
部
会
長

角
瀬
直
山
。

23

昭
和

年

都
山
流
徳
島
幹
部
会
会
長

近
藤
剱
山
。

24

月
よ
り
流
会
費

月

円
に
改
定
。

1

20

月

流
祖
を
迎
え
て
検
定
試
験
を
催
行
。

4
月

都
山
流
徳
島
幹
部
会
会
長

三
木
渭
山
。

10

昭
和

年

第

回
都
山
流
尺
八
演
奏
会
。
会
場

本

25

4
願
寺
会
館
。
宮
城
道
雄
・
星
田
一
山
来
徳
、

内
町
小
学
校
に
て
演
奏
会
。

昭
和

年

徳
島
に
て
検
定
試
験
。

29

昭
和

年

月
総
会

役
員
改
選
。
相
談
役

三
木
洞

31

12
山

角
瀬
直
山

上
田
碩
山

近
藤
剱
山
。

会
長

川
口
静
以
山
。
副
会
長

西
岡
黎
山
。

昭
和

年

会
長

西
岡
黎
山
。
副
会
長

秋
野
鳴
山
濱

34

野
羊
山
。

昭
和

年

都
山
流
創
始
六
十
五
周
年
を
記
念
し
て
都

35

山
流
尺
八
演
奏
会
。
会
場

本
願
寺
会
館
。

昭
和

年

都
山
流
尺
八
演
奏
会
。
会
場

徳
島
公
園

36

武
道
館
。
主
催

都
山
流
徳
島
県
幹
部
会
。

昭
和

年

月

日
（
日
）

時
。

36

11

26

10

昭
和

年

第

回
演
奏
会
。
財
団
法
人
都
山
流
尺
八

40

19
楽
会
と
成
る
。
徳
島
県
支
部
が
発
足
。
支

部
長

西
岡
黎
山
。

昭
和

年

都
山
流
四
国
支
部
連
絡
協
議
会
が
発
足
。

46

昭
和

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

秋
野
鳴
山
。

47

昭
和

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

田
村
勇
山
。

63

平
成

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

濱
野
羊
山
。

2

平
成

年

都
山
流
四
国
支
部
連
合
第
三
回
演
奏
会
徳

10

島
県
支
部
開
催
。

平
成

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

山
本
眉
山
。

14

平
成

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

原
郷
恵
山
。

16

平
成

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

杉
口
珖
山
。

19

平
成

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

村
上
聖
山
。

20

平
成

年

都
山
流
徳
島
県
支
部
長

山
上
明
山
。

22

平
成

年

月

日

公
益
財
団
法
人
都
山
流
尺
八
楽

23

3

23

会
と
な
る
。

平
成

年

月

日

徳
島
県
支
部
第

回
都
山
流
尺

28

9

22

70

八
演
奏
会
。

◆

稽
古
場

都
山
流
徳
島
県
支
部
（
山
上
明
山
）

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
内
谷
２
６
１

０
８
８
（
６
４
２
）
１
６
３
７

都
山
流
橘
会
（
村
上
聖
山
）

阿
南
市
黒
津
地
町
戎
野
17

０
８
８
４
（
２
２
）
２
４
０
９

都
山
流
木
犀
会
（
松
田
太
山
）

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
中
野
42

０
８
８
（
６
９
８
）
２
１
３
０

都
山
流
藤
浪
会
（
市
原
紳
山
）

名
東
郡
佐
那
河
内
村
下
字
丸
田
98

０
８
８
（
６
７
９
）
２
９
５
６

〔
山
上
明
山
〕



昭 和 35年 創 始 65周 年 を 記 念 し て 「 13回 定 期 演 奏 会 」 本 願 寺 会 館 主 催 都 山 流 徳 島 県 幹 部 会

昭 和 45年 「 第 23回 定 期 演 奏 会 」

昭 和 61年 10月 10日 「 都 山 流 徳 島 県 支 部 開 設 40周 年 記 念 演 奏 会 」



平 成 8年 11月 4日 「 徳 島 県 支 部 第 50回 都 山 流 尺 八 演 奏 会 」 徳 島 県 郷 土 文 化 会 館

平 成 18年 12月 3日 「 都 山 流 徳 島 県 支 部 第 60回 定 期 演 奏 会 」 コ ス モ ホ ー ル

平 成 28年 9月 22日 「 都 山 流 徳 島 県 支 部 第 70回 定 期 演 奏 会 」 あ わ ぎ ん ホ ー ル


